






要約および考察 

1.東京都立病産院 5施設において,昭和 59年 9月 1日～60年 10 月 31日の間に出生した正

常新生児に対し,新生児出血性疾患と乳児ビタミン K 欠乏性出血症の予防を目的としてビ

タミン K2 シロップを,生後間もなく,退院前(日輪 4～7),1 ヵ月健診時の合計 3 回,各回

1ml(K2 2 ㎎)を経口的に投与した。 

2.3回投与を受けた 5763例中,副作用は認められず,乳児ビタミンK欠乏性出血症も認めら

れなかった。 

新生児出血性疾患 1例(発症はビタミン K2シロップ投与後)および疑5例(うち 2例が投与

前,3 例が投与後の発症)が認められた。 

3.上記 5763 例中,第 1 回に稀釈しない VK2 シロップの投与を受けた児が 4690 例あったが,

投与による副作用は認められなかった。 

4.ビタミン K2 シロップの投与に関する幾つかの問題点と意見が研究協力施設の担当者に

より記載された(本文中に記載した)。 

5.参考のため,上記 5 施設以外の都立病院 1 カ所における VK2 筋注,1 回だけ,約 5000 例の

経験(VK 欠乏による出血例なし)を紹介した。 


